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社会･道徳

　長期のしょう戒
かい

業
ぎょう

務
む

も最終日に近づき，そろそろ基
き

地
ち

へ帰れると思ったまさにその日の出来

事だった。激
はげ

しく長い揺
ゆ

れが収
おさ

まりラジオをつけると「大
おお

津
つ

波
なみ

警
けい

報
ほう

」と放送されていた。当時，

「まつしま」は福
ふく

島
しま

県相
そう

馬
ま

港内で錨
いかり

を降
お

ろしていたので，緊
きん

急
きゅう

出港した。

　津波到
とう

達
たつ

予想時
じ

刻
こく

を過
す

ぎてもほぼ海面に異
い

変
へん

はなく，ほっとしたのも束
つか

の間
ま

，「まもなく津

波第 1 波が到
とう

着
ちゃく

する，衝
しょう

撃
げき

に備
そな

え身体を保持せよ !」という船内放送。私
わたし

が操
そう

舵
だ

室
しつ

へ入ると大

津波が迫
せま

ってきていて，まるで一面「壁
かべ

」が向かってくる様だった。私は姿
し

勢
せい

を低くして手す

りにつかまり身体を保持した。「もしかしたら転
てん

覆
ぷく

するのでは…」というとてつもない恐
きょう

怖
ふ

を

感じた。

　救助のために沿
えん

岸
がん

へ戻
もど

った時に見た光景は悲
ひ

惨
さん

だった。海
かい

域
いき

一面が油やがれきまみれで，何
なん

軒
けん

もの家が丸ごと海に流されて屋根だけ海面に浮
う

いているという光景は，この先もずっと忘
わす

れ

ることができないだろう。

　行
ゆ く え

方不
ふ

明
めい

者
しゃ

捜
そう

索
さく

において，浮かんでいるがれきの隙
すき

間
ま

か

ら行方不明者を数多く発見したが，助けられなかったこと

への悔
くや

しさを感じたり，また，我
われ

々
われ

自身も被
ひ

災
さい

したりと，

とても辛
つら

い思いをした。

　しかし，避
ひ

難
なん

生活をしている方々からのたくさんの励
はげ

ま

しや，被災しても必死に業務に当たっている「まつしま」

乗組員の姿
すがた

を見て，「なんとか助かった我々はしっかり任
にん

務
む

を果たさなければいけない」と思い，今も行方不明者捜

索を続けている。

第5章

第

5
章

公
の
支
援
と
備
え

1 災さ い

害
が い

から私
わたし

たちの生活を支
さ さ

える

　災害からの復
ふっ

旧
きゅう

・復
ふっ

興
こう

に向けて，国や県など，さまざまな人々が私たちの生活を

支えてくれています。どのような人々の力によって復旧・復興が進められてきたの

でしょうか。

　復旧・復興に向けて，私たちの生活を支えてくれた人々がいるこ

とを知っておきましょう。

　その他に，復旧・復興に向け，どういう人たちが私たちの生活

を支えてくれたか考えましょう。

●▲ 温かい食事を提
てい

供
きょう

してくれた自
じ

衛
えい

隊
たい

●▲消
しょう

防
ぼう

本部，建
けん

設
せつ

業
ぎょう

者
しゃ

によるがれきの撤
てっ

去
きょ

作業

●▲ 停電で信号が使えない交差点で交通誘
ゆう

導
どう

する警
けい

察
さつ

官
かん

●▲ 避
ひ

難
なん

所
じょ

を巡
じゅん

回
かい

する医
い

師
し

･ 看
かん

護
ご

師
し

●▲ 電力会社による電気の復旧作業

●▲ 自治体による応
おう

急
きゅう

仮
か

設
せつ

住
じゅう

宅
たく

の建設作業

第二管区海上保
ほ

安
あ ん

本部宮
み や

城
ぎ

海上保安部 巡
じゅん

視
し

船
せ ん

「まつしま」乗組員

緊
き ん

急
きゅう

スクールカウンセラー（兵
ひょう

庫
ご

県
け ん

より）

　私たちの生活を支える人々の思いを考えてみましょう。

●▲ 巡視船「まつしま」（当時）

復旧・復興に関わった人たちの声
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　震
しん

災
さい

後
ご

，南
みなみ

三
さん

陸
りく

町
ちょう

の小学校に勤
きん

務
む

しました。水道が復旧するまで大
だい

活
かつ

躍
やく

した給水タンク。そこにはいつも自然と人が集まっていたそうです。ある
先生は「早く水が出てほしいと思っていたけど，もうこのタンクを使わな
くて済

す

むと思うとさみしい。」と話していました。人と人とのつながりも
不便な生活を支

ささ

えていたのです。
　大きな災

さい

害
がい

は人々に多くの影
えい

響
きょう

を与
あた

えます。生活だけでなく，気持ちも
変化します。でも，それは当然のことです。阪

はん

神
しん

・淡
あわ

路
じ

大
だい

震
しん

災
さい

のとき，私
はまだ大学生でしたが，まさか自分が被災地を訪

たず

ねることになるとは思っ
てもみませんでした。人には，つらい体験や悲しみから回

かい

復
ふく

する力がある
ことを伝えていきたいと思っています。 ●▲ 休み時間でのふれあい

写真提供 : 第二管区海上保安本部


